






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 三島用例 用例数（会話） RI· 鋭花用例 m例数（会話） 計
l じっと 88(0) 88 じっと 30(10) 30 
2 はっきり・と 53.32(0.0) 85 はっきり・と・する 3.3.1 (2.3.1) 7 
3 ゆっくり・と・な 44.14.1(0.0.0) 59 ゆっくり・と 3.2(1. l) 5 
4 ぽんやり・と 44.10(0.0) 54 ぽんやり・と・する 1.1.3(1.1.2) I 
5すっかり 46(0) 46 すっかり 1 (1) 2 
6 そっくり・な・に 33 · 6 · 3(0.0.0) 12 そっくり 2(1) 2 
7 きらきら ・と 21.11(5.0) 32 きらきら・と O.l (O.l) ］ 
8 ちらちら・と 19.11 (1.0) 30 ちらちら・と・する 5.5.1 (3.3.1) l l 
9 ひっそり・と 13.10(0.0) 23 ひっそり・と・する 0.1.1(0.0.0) 2 
10 びっくり 22(0) 22 ぴっくり・する 3.12(2.9) 15 
11 そっと 21(0) 21 そっと 15(9) ] 5 
l2 ずっと 19(0) 19 ずっと 12(8) 12 
13 そはそは・と 14.4(0.0) 18 そはそはする 1(1) 1 
14 しっかり・と 10.5(0.0) 15 しっかり・する 2.3(2.3) 5 
15 はっと 15(0) ]5 はっと ]] (3) JI 
16 だんだん・と ·に 10.2.2(0.0.0) 14 だんだん・と I.I (I.I) 2 
17 ぱたばた・と 8. 6(1.2) 14 ばたばた・と 0.2(0.1) 2 
18 ふと l�(O) 14 ふと 11 (9) 11 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































H3 ぴたりと l (0) J ぴたりと 4(2) 4 
144 ひやひゃ 1(0) 1 ひやひや I (I) l 
145 ひょっと 1 (0) 1 ひょっと 2(2) . 2 
l46 ひょろひょろと 1(0) 1 ひょろひょろ·と 1.2(0.0) 3 
147 ひらりひらりと 1(0) l ひらりひらりと I (I) I 
148 ぶつりと 1(0) ］ ぷつりと (1) l 
149 ふはふはと 1(0) 1 ふはふはと I (0) I 
150 ふらふら 1(0) 1 ふらふら・と 2.5(1.1) 7 
l51 ぷらりと l(O) 1 ぶらり ・ と J.4(1.3) 5 
152 ほろりと l (0) J ほろりと 3(1) 3 
153 ぼんと 1(0) 1 ぼんと 2(0) 2 
154 むしゃむしゃ 1(0) J むしゃむしゃ 1(1) l 
155 めっきり 1(0) 1 めっきり 1(1) l 
156 もじゃもじゃ I (0) l もじゃもじャと I (I) 1 
157 よたよた 1(0) 1 よたよた I (l) I 
158 よろよろと 1 (0) 1 よろよろ ・ と l.2(0.2) 3 
159 わあわあ 1(0) l わあわあ I (l) I 
160 わっと 1(0) 1 わっと 3(2) 3 
（
）
は
会
話
文
中
の
用
例
を
示
す。
⑱
は
無
い
こ
と
を
表
す。
ま
た
中
黒
に
よ
る
も
の
は、
〔
に
こ
に
こ
・
と
・
す
る]
は、
「
に
こ
に
こ」
r
に
こ
に
こ
と」
「
に
こ
に
こ
す
る」
の
三
つ
を一
ま
と
め
に
し
た
も
の
で、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
数
字
を
理
解
さ
れ
た
い。
両
者
の
用
法
で、
三
島
は
動
詞
化
す
る
こ
と
は
余
り
な
く、
鋭
花
は
其
れ
に
対
し
て
動
問
化
が
多
い。
ま
た
副
詞
化
で
三
島
は
「
1
と」
の
用
法
が
多
く、
そ
れ
に
対
し
て
鋭
花
は、
三
島
に
比
較
し
て
少
な
い。
形
容
動
詞化
は
三
島
に
多く、
鏡
花
に
は
極
め
て
稀
で
あ
る。
三
島
が
形
容
動
詞
を
多
用
す
る
領
向
が
あ
り、
オ
ノ
マ
ト
ベ
に
も
そ
れ
が
見
ら
れ
る
も
の
と
考え
る。
こ
れ
ら
の
う
ち、
三
島
の
10
語
以
上
の
多
用
語
を
示
す
と、
次
の
よ
う
に
な
る。
（
鋭
花
の
湯
合
は
三
島
に
合
わ
せ
た）
三
凡
の
多川
簡
じっ
と(
88)
はっ
きり・
と{
85)
ゆっく
り
と・
な(
59)
ぼ
ん
やり
：と(
51)
すっ
かり(
46)
そっく
り
な・
10(
12)
き
らさ
ら・
と(
32)
らら
ちら・
と(
30)
ひっ
そり・
と(
23)
びっ
く
り(
22)
そっ
と(
21)
ずっ
と(
g
そは
そは．
と(
18)
椅
の
多川
甜
さっ
と(
35)
じっ
と(
30)
ちょっ
と(
U)
っ
と(
20)
ちゃ
んと(
19)
びっ
くり·
する(
15)
そっ
と(
15)
ずっ
と(
12)
ちらら
·と・する(
JI)
はっ
と(
11)
ふ
と(
11)
すっ
と(
11)
ば
らば
ら·
と(
11)
―-
K2の
多川
甜
しっ
か
り・
と(
15)
はっ
と(
15)
だんだん・
と・
に(
M)
ば
たば
た・
と(
M)
ふ
と(
M)
にこ
にこ・
と(
13)
っ
と(
12)
ま
じま
じ
と(
12)
くる
く
る・
と(
11)
さら
さ
ら・
と(
11)
そ
るそ
ろ·
と(
II)
うっ
と
り
と(
10)
はっ
と(
10)
泣花の
多m
糾
さっ
と(
11)
やっ
ば
り(
11)
すた
すた＇
と(
9)
ひょ
い
と(
9)
ひ
ら
り＇
と(
8)
ぐい
と(
8)
はっさり・と＇
する(
7)
すっ
く
と(
1)
つ
かつ
か
と(
1)
ふ
らふ
ら・
と(
7)
うっ
と
り・
と(
6)
ひ
らひ
ら・
と(6)
す
る
する·
と(
6)
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鋭
花 島
1
0
五
カ
タ
カ
ナ
カ
タ
カ
ナ
九
一
八
三
島
の
多
用
語
と
鏡
花
の
多
用
栢
と
は
10
語
以
上
で
は
11
語
の
一
致
で
あ
る。
祗
の
多
少
を
問
わ
な
い
と
三
島
に
は
次
の
よ
う
に
下
位
の
順
番
に
あ
る。
き
っ
と
(
6)
ち
ょ
っ
と
(
2)
ち
ゃ
ん
と
(
3)
す
っ
と
(
5)
さ
っ
と(
2)
や
っ
ば
り
(
2)
す
た
す
た
・
と
(
3)
ひ
ょ
い
と
(
3)
ひ
ら
り
・
と
(
2)
ぐ
い
と
(
1)
す
っ
く
と
(
5)
ふ
ら
ふ
ら
・
と
(
1)
ひ
ら
ひ
ら
・
と
(
4)
す
る
す
る
・
と
(
4)
「
括
弧
内
は
頻
度
数
L
た
だ
三
島
の
「
き
っ
と
」
は
「
必
ず」
の
意
味
で
あ
る
が、
鏡
花
は
確
定
の
意
味
だ
け
で
な
く
「
屹
と
呪
む
L
の
よ
う
に
動
作
の
瞬
間
的
な
ゆ
る
み
の
な
い
さ
ま
の
用
法
が
あ
る。
.
―
写
例
の
う
ち、
「
屹
と
快
復
を
さ
せ
て
見
せ
る」
（
日
本
橋）
の
よ
う
に
「
確
実
さ」
を
示
す
の
は
12
例
で
あ
る
。
三
島
と
鏡
花
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
表
記
両
者
の
大
き
な
相
迎
は、
漢
字
表
記
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
語
紐
の
表
記
而
か
ら
観
察
し
て
み
る
と、
次
の
よ
う
に
時
代
差
を
含
め
て
次
の
よ
う
に
な
る。
―
1
1
0
八
三
五
七
巡�
字 7 
ニ
ニ
八
〇
ひ
ら
か
な
合
計
八
七
一
四
〇
ひ
ら
か
な
漢
字
合
計
5
 
6
 
三
島
の
場
合、
淡
字
表
記
は、
明
治
は
昭
和
の
時
代
の
趨
勢
も
あ
り、
ま
た
戦
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て、
古
典
に
素
材
を
依
存
し
た
も
の
が
多
い
と
い
う
事
梢
も
あ
っ
て、
使
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る。
僅
か
に、
「
凝
と
（
じ
っ
と）
」
「
素
破
と
（
す
は
と）
」
「
呆
ん
や
り
（
ぼ
ん
や
り」
の
三
語
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
字
に
対
す
る
鏡
花
の
表
記
は、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
種
類
が
多
い
。
「
凝
と、
沈
と、
熟
と
」
（
じ
っ
と）
「
鵞
破
と
L
（
す
は
と）
」
「
茫
然
す
る
」
「
茫
乎
す
る」
（
ぼ
ん
や
り
す
る」
で
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
の
楊
合
も
共
通
す
る
も
の
は
わ
ず
か
に
形
式
的
に
八
器
で
あ
り、
意
味
を
加
味
す
れ
ば
七
語
に
な
る。
そ
れ
ら
は
「
カ
サ
カ
サ
」
r
カ
タ
カ
タ
と
」
（
鏡
花
は
カ
タ
カ
タ）
「
カ
チ
カ
チ
と」
「
ク
ク
と
」
（
鏡
花
は
ク
ク）
「
コ
ロ
コ
ロ
と
L
「
チ
ラ
リ
と
」
r
ハ
ク
と
」
で
あ
る
。
「
カ
ン
カ
ン
に
L
（
三
島）
「
カ
ン
カ
ン
」
（
鏡
花）
の
場
合、
三
島
は
〔
怒
り
の
表
現）
鋭
花
は
（
鐘
の
嗚
る
音）
で
あ
る。
鏡
花
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
影
響
三
島
は
オ
ノ
マ
ト
ベ
に
関
し
て、
即
外
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
る
が、
鏡
花
か
ら
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
三
島
は
初
期
の
作
品
の
製
作
に
関
し
て
は、
鏡
花
と
の
関
わ
り
が
な
い
と
は
酋
え
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
明
治
的
な
も
の
と、
昭
和
的
な
も
の
と
の
し
つ
か
り
し
た
区
別
が
出
来
て
い
な
い
現
時
点
で
は
明
確
な
判
断
は
出
来
な
い
。
従
っ
て、
三
島
と
鏡
花
と
の
共
通
し
た
オ
ノ
マ
ト
ベ
は
l
つ
の
資
科
提
示
で
あ
っ
て、
今
後
の
課
題
へ
の
材
科
で
も
あ
る
。
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10 ，
 
二
打
三
打、
稲
妻
の
如
く、
チ
ャ
リ、
と
合
す。
（
夜
叉
ケ
池）
大
沼
小
沼
が
千
た
故
か、
ぢ
ょ
ん
ぢ
ょ
ろ
水
に、
び
ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
と
泳
い
だ
慮
を、
（
夜
叉
ケ
池）
否、
．つ
っ
ぷ
り
と
没
り
ま
し
た。
（
日
本
橋）
小
さ
な
親
仁
は
仰
向
け
に
引
く
り
か
へ
っ
た、
づ
ど
ん
ど
う、
月
夜
に
砂
煙
が
ば
っ
と
立
つ。
（
高
野
聖）
熊
の
皮
大
外
套
を
被
た
る、
五
十
嵐
偲
吾、
し
ゃ
ち
こ
ば
っ
て、
ぬ
い
と
願
る。
（
日
本
橋）
他
に
「
ぬ
い
と
立
っ
た」
（
婦
系
闘）
「
ぬ
い、
と
顔
を
出
し
た
の
は」
（
同）
「
ぬ
い
と
手
を
仲
ば
し
た」
（
同）
「
花
の
蔽
か
ら
ぬ
い
と
出
た」
（
高
野
型）
等
あ
る。
火
鉢
の
前
で
も
手
を
出
さ
ぬ、
ぬ
う
と
し
た
親
仁。
（
高
野
型）
（
蛇）
胴
中
を
乾
か
し
て
尾
も
首
も
見
え
ぬ
が、
ぬ
た
り1・
（
高
野
型）
（
宅
膳）
の
し
と
進
み
（
夜
叉
ケ
池）
（
お
孝）
そ
の
櫻
の一
枝
を
取
り
て、
ひ
た
り
と
き
ま
る。
舞
振。
（
日
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
―
つ
の
仮
設
と
し
て、
両
者
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
う
ち、
現
在
も
っ
と
も
収
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
日
本
国
語
大
辞
典
に
登
録
の
な
い
も
の
を
列
記
し
て
み
る。
つ
ま
り`
百
六
十
例
の
中
で、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
示
し
て
み
よ
う。
〇
鋭
花
の
場
合
1
（
盛
五
郎）
山
牛
努
の
業
に
て
捲
た
る
煙
草
を、
シ
ャ
と
横
街へ
に、
（
夜
叉
ケ
池）
7
ま
と
め
こ
れ
ら
の
語
禦
は
三
島
に
は
な
い。
三
島
は
常
識
的
な
オ
ノ
マ
ト
ベ
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る。
三
島
は
鏡
花
か
ら
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
影
梱
は
殆
ど
影
響
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
え
そ
う
で
あ
る。
鋭
花
を
「
天
オ」
と
呼
ん
で
い
て、
か
な
り
の
作
品
を
見
た
三
島
で
あ
っ
た
が、
予
想
に
反
し
て、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
用
法
に
徹
し
て
い
て、
鏡
花
ほ
ど
の
感
槌
的
な
表
現
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
恐
ら
く
三
島
の
作
品
の
綱
査
を
進
め
て
い
っ
て
も、
こ
れ
は
同
じ
こ
と
か
も
知
れ
な
い。
た
だ
調
査
を
拡
大
し
て
い
っ
て、
鏡
花
と
の
共
通
の
用
法
は
増
え
る
と
思
う
が、
そ
れ
は
日
本
語
に
お
け
る一
般
的
な
用
法
に
限
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
も
の
で
あ
る。
使
用
テ
キ
ス
ト
鏡
花
全
集
5、
15、
25、
26
巻
岩
波
苔
店
三
島
由
紀
夫
全
集
ー`
2
巻
新
潮
社
参
考
文
献
村
松
定
孝
紺
著
泉
拉
花事
典
有
精
堂
国
語
学
研
究
26
束
北
大
学
文
学
部
「
国
語
学
研
究
会」
（
し
も
こ
うべ
ゆ
き
て
る
岡
山
大
学
文
学
部
教
授）
本
橋）
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